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OR 活性化への提言

中国電力権藤 克

企業でORの浸透をはかっている実務家の立場

から 2 ， 3 の課題を述べてみたい.

高度情報化社会をむかえようとしているとき，

ORのニーズは一段と高まってきた.しかし，案

外そのニーズは潜在していて，顕在化への努力が

足りないのではなかろうか.これが第 i の謀題で

ある.

ORのニーズの高まりは，森口先生の言われた

「データ人間とモデル人間」の商からみるとわか

りやすい.データ人聞とは，過去の経験を蓄積し

ておき意思決定に役立てるタイプで，いわば過去

の事例の生き字引きといった人聞が主役となるも

のである.これに対して，モデル人間左は，本質

をとらえたモデルをつくり，そのモデルを操作し，

疑似経験を創出して意思決定に役立てよろとする

人間のことである.現在のように変化の激しい時

には，過去の経験だけでは不足し，より多くの疑

似経験を求めようとするのは当然であろう.これ

がORのニーズである.

しかし，ニーズはあっても ORへの期待感がと

もなわなければ，ニーズは顕在してこない. OR 

の有用性が，手段であるコンビ 1 ータの普遍化に

ともなって発展するとすれば，相当のタイムラグ

を考慮しても， OR ニーズの潜在化は現時点では

かなり大きいと思われる.

ORのニーズが顕在化しなし、 l つの要因に， 0

R の事例をみると問題をもっ人とそれを解く人と

が別人であることが多い点が指摘できないだろう

か.このタイプも必要であり，また大きな成果を

上げるのであるが，どうしても特定のあらたまっ

たテーマとなるし，普遍化には問題である.とこ

ろが一方，自分で問題を創り出し，自分でその解
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決をはかったときは，たとえORを活用していて

も，一般にはORをやったとは言わない傾向があ

る .ORが日常業務に浸透し普遍化したときの姿

としては，むしろこの姿が望ましいと考えている

が，そこまでに到達する過程では， ORのニーズ

を顕在化する努力が必要で、ある.

さしあたり i つの方法として，企業内ではOR

教育の局面で実務テーマの実習を通じて，講師で

ある ORスタップと受講者である生の問題をもっ

人とのコミュニケーションを大事にし，受講者の

能力に応じた諜題がみずからとりくめるようにし

てゆくことから始まると考えている.

第 2 の課題は， ORの特長を端的に表わしてい

るモデルについて，モデルそのものの究明が不足

しているのでないかということである.

たとえば，数年前に倒別モデルと標準モデルと

いう概念が紹介されたことがあったが， [IJ[2J こ

の概念の普及も不十分であり，その後の発展も寡

聞にして知らない.この概念は凶 1 に示すように

実務のテーマを解くときに作るモデルは個別モデ

ルであり，このような個別モデルの聞に相似した

共通の構造を強調して抽象化をすすめると標準モ

デルになる.これがし、わゆる OR手法として知ら

れているものである. ORの普及を妨げている要

国として，この標準モデルをそのまま個別モデル

とみなして実務に適用し思わしくゆかないことも

あげられよう.実務に使われるのはあくまでも個

別モデルで，これは泥くさい土の香のするもの

で，標準モデルと異なることを十分に認識する必

要がある.

さて，このような個別モデルとか標準モデル，

あるいはさらに抽象化を進めてモデル数学といっ

たものを素材とした研究がもっとなされてよいと

思う.

第 3 の課題は，モデルづくりの手順を明文化す

る努力が望まれることである.

例をあげよう. QC七つ道具を実務に使うにあ
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国 1 モデルづくりのプロ

セス

Tこっては， QCストーリ

ーという手順化がQCの

分野ではできあがってい

る.

これはQCサークル活

動の手引きとして大いに

役立つている.七つ道具

も OR手法のやさしいも

のとしてとらえることが

íi(i域 A

できるが， ORストーリーというものの欠如に気

づいていない.

もちろん，ケース・パイ・ケースでその課題固

有にそのテーマにむいた手順化を考えながら対応

しているわけであるが，この手順の標準化を 1 歩

すすめることが， ORの普遍化にはぜひとも必要

な要件である.

この手順化の例として，森村先生が待ち行列問

題に対してチェック・シートとして試みられたこ

とがある. [幻このような手順化が， ORの代表的

パターンに対して整備されることが望ましい.最

近， OR学会の研究発表事例の中に，多変量解析

についてこの種の試みにふれられていたことは，

注目に値しよう [4J[幻.今後この分野の発展を期

待したい.

第 4 の課題として， TQC (日本的品質管理)

の発展と比較を試みてはし、かがなものであろう

か. TQCのスタートは SQC(統計的品質管理)

であり，統計の活用という点からみると OR とそ

の根源は同じといえる.すでにQCストーリーの

話題は述べたが，実施理論的な立場[6Jからも， T

QCの発展の姿と ORを比較することは有益なこ
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標準モデノレ

とと考える.

要するに，今いちどORの発生の原点にもどっ

て，第二次大戦中の話題から見なおしてみる必要

がありそうである .ORの生まれた姿をみつめな

おすことにより，その後の種々のモデルの研究成

果が，今後の実施分野で突を結ぶことを期待した

L 、.
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